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B A N C H I M E I S E K I  K A M U K A M U  H A P P Y

フリーダイヤル

　

今
年
も
雪
囲
い
の
時
期
が
来
ま
す
ね
。

　

取
り
付
け
は
12
月
15
日
頃
ま
で
、
取
り
外
し
は
雪
解

け
の
状
態
を
見
な
が
ら
、
遅
く
て
も
Ｇ
Ｗ
ま
で
に
取
り

外
し
ま
す
。
作
業
内
容
や
取
り
付
け
、
取
り
外
し
時
期

の
希
望
が
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

締
切
は
11
月
15
日
（
火
）
ま
で
。
料
金
や
作
業
内
容
に

つ
い
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

～
雪
囲
い
取
り
付
け
と
取
り
外
し
手
順
～

①
墓
石
の
拭
き
掃
除

②
ビ
ニ
ー
ル
を
か
ぶ
せ
、

雪
囲
い
完
了
。

③
春
先
、
雪
解
け
の
状

態
を
見
な
が
ら
雪
囲

い
を
外
し
ま
す
。

④
ロ
ー
プ
と
ビ
ニ
ー
ル

を
外
し
、
墓
石
の
拭

き
掃
除
。

⑤
お
線
香
立
て
の
砂
を

取
替
え
完
了
。

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
10
月
31
日

（
月
）
を
最
終
営
業
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

来
年
の
営
業
開
始
は
、
カ
ム
カ
ム
は
っ
ぴ
い
春
号
や

当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

来
年
も
ご
来
店
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

※ご住所やお名前に変更はございませんか？　ご逝去された方のお名前で届いている場合などはご連絡くださいませ。

秋
の
ペ
ッ
ト

　
　
　
合
同
供
養
祭

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
♪

夏
号
の
清
砂
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
例
年
以
上
の
お
客
様
に
ご
来
店
い
た
だ
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

夏
の
厳
し
い
暑
さ
か
ら
、
朝
晩
の
冷
え
込
み
を
感
じ
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
ね
。

ス
ポ
ー
ツ
で
体
を
動
か
し
、
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
、
ウ
イ
ル
ス

に
負
け
な
い
体
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
！

そ
れ
で
は
、
秋
号
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

10
月
１
日
（
土
）、
秋
の
合
同
供
養
祭
を

月
見
野
工
場
内
の
「
つ
き
か
げ
の
郷
」
に
て

行
い
ま
し
た
。

お

墓

の

雪

囲

い

お

花

の

バ

ン

チ

　

50
名
近
い
お

客
様
が
来
場
し
、

花
筒
に
入
り
き

ら
な
い
程
の
お

花

や
、
お

墓

に

載
せ
切
れ
な
い

程
の
お
菓
子
や

写
真
が
供
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

亡
く
な
っ
た
後

も
こ
れ
だ
け
思
っ
て
く
れ
る
人
が
い
て
、

ペ
ッ
ト
ち
ゃ
ん
は
幸
せ
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

お
客
様
に
安
心
し
て
ペ
ッ
ト
ち
ゃ
ん
を
預

け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
心
を
込
め

て
、
供
養
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

普
段
は
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、
月
見
野

霊
園
の
近
く
に
お
越
し
の
際
は
ご
自
由
に
お

参
り
く
だ
さ
い
。

　

来
年
の
春
の
供
養
祭
も
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。



　日本では、仕事、親戚、友人などの日常の付き合いの中で、政治と宗教の話はしない方が良いと

言われます。

　では政治と宗教を考えなくて良いのかというと、そうではないでしょう。むしろ政治は自分の生

活や将来を決めるもので大切です。それでも大切なことを互いに話し合わないのはなぜか？政治と

宗教にはどうしても意見の違いがあり、正しいか正しくないかをぶつけ合うと、争いになってしま

うからです。

　そこからが大切です。意見の違う相手とどう付き合うか。大切であってもぶつかるから避けてお

くのがひとつの解決法ですが、いつでも避けていては進歩しません。そこからが知恵の世界です。

デンマークにいる娘の旦那さんが言っていました。「何かを話し合うと意見の違いがあるから論争

になるが、ジャッジはしない」ジャッジとは善悪とか正誤の判定を決めつけること。自分にも相手

にもそれなりの言い分があるので、価値観を押し付けると争いになってしまう、だからジャッジせ

ずに意見の違いは互いに尊重するということです。デンマークは、経済や福祉や教育の先進国とよ

く聞きますが、100年前は貧乏な農業国だったそうです。その国を教育で変えていくという理念で

動かしたのが、牧師で教育者のグルントヴィでした。（興味あるかたはネットで検索してみてくだ

さい）ただしデンマークは人口が日本の20分の1の580万人ですから、政治のリーダーと選挙民が

互いによく知っていることなど日本とは違う状況でもあります。日本には日本のやり方が必要です。

　ついつい意見の違いを相手の人格まで一緒にして責めてしまうことがあります。なかなか客観的

に捉えることは簡単ではありませんが心がけたいものです。

 宗教は、どう定義するかで、変わります。語源は明治時代にre l ig ionという英語を翻訳したものと

聞きました。re l ig ionには宗教の他に信仰の意味もあります。私は宗教が現代の日本で、なにかマイン

ドコントロールして人を動かすというような悪い意味で広がっていることを残念に感じています。

　例えば、ユダヤ人の定義はなにかというと、ユダヤ教の信者、またはユダヤ人の母から生まれた

人と言われます。正統派や世俗派など多くの宗派があり、信仰のスタイルも様々なようですが特に

教育を重視する宗教で世界で科学、経済、芸術など多くの分野で有力な存在です。

　振り返って日本人をみると、クリスマス、新年の参拝、お盆やお彼岸のお墓参り、お葬式、結婚

式など、クリスチャンなのか、神道なのか、仏教徒なのかと、一神教の人から見ると不思議な信仰

に見えるようです。私は、日本の宗教は、一神教のスタイルとどうも次元が違うと感じています。

多神教といえるのか？山川草木悉皆成仏といってこの世の全てに仏性が宿るという考えも日本では自

然に受け入れています。汎神教と言えるかもしれません。宗教の発生する源の自然をみると、中東の

砂漠や欧州の寒冷地と比べて、日本は豊かで住みやすい環境だといえるでしょう。そこから厳しい自

然を克服する宗教ではなく、恵まれた自然に感謝する宗教が生まれたのではないでしょうか。

政治と宗教の話？

　広告主はマサチューセッツ州知

事と議長です。

　ちょっとしたユーモアですが、

堂々と将来の道路交通のために、

今の不便に耐えてくださいとア

ピールしています。　（番地常夫）

（看板の英文の訳）

ローマは一日にしてならず。

もし成るなら、私はその請負会社と契約して

います。

ローマは一日にして成らず


